
第２６回桜井市地域ブランド認定推進委員会 次第 

 

日時：令和４年８月９日（火）１４時から 

場所：桜井木材協同組合 会議室 

  

１． 委員紹介 

 

２． 第８回大和さくらいブランド認定品 申請受付について 

（資料１）第８回「大和さくらいブランド」認定品募集チラシ 

 

３． 大和さくらいブランド認定品の更新について 

（資料２）令和４年度内に更新が必要な認定品一覧 

 

４． 今年度の啓発事業の方針について 

（資料３）令和４年度 大和さくらいブランド啓発事業（案） 

 

５． 今後の桜井市地域ブランド認定推進委員会のスケジュールについて 

（資料４）令和４年度桜井市地域ブランド認定推進委員会年間 

         スケジュール（案） 

 

６． その他 

 





大和さくらいブランドとは？

大和さくらいブランドに認定されると？

大和さくらいブランド
認定マーク

桜井市にある「桜井らしさ」の個性と魅力を持ったさまざまな素晴らしい産品（資源）
の中から桜井市地域ブランド認定推進委員会が審査し、市長が認めたものを「大和
さくらいブランド」として認定します。

① 認定品等への「大和さくらいブランド認定マーク」が表示できます。
② 市が行う観光プロモーション時の物販に取り上げます。
③ 市のホームページ・パンフレット等に重点的に掲載します。
④ マスコミ等への積極的な情報提供を行います。
⑤ 販路拡大の支援を行います。

認 定までの 流れ

募　　　集
令和4年

9月1日㈭~10月31日㈪

発　　　表
令和5年1月頃

桜井市地域ブランド
認定推進委員会による

審　　査

※委員会で認定基準に基づき
　審査し市長が認定品を決定

●桜井市民
●桜井市内に住所を有する事業所

こんな産品を大いに歓迎します。
●独自性や優位性のあるもの
●物語（ストーリー）性や伝統性のあるもの
●品質の良いもの
●市場性、経済性、将来性のあるもの　など

■所定の申請用紙に必要事項をご記入の上、関係書類を
　添えて直接桜井市役所観光まちづくり課まで提出してください。
■申請書類の様式は市ホームページからダウンロードできます。
　また、桜井市役所観光まちづくり課でもお配りしています。
　詳しくは、市ホームページ（https://www.city.sakurai.lg.jp）をご覧ください。

10月31日（月）必着

応募にふさわしい
ものは？

応募できるのは？

申請方法

【申請書提出先・問い合わせ先】

桜井市まちづくり部  観光まちづくり課 観光事業係（市役所本庁2階）
　〒633-8585　桜井市大字粟殿４３２－１　

　電話：0744-42-9111（内線3623）　FAX：0744-48-0271
　受付時間：　８：３０から１７：１５（土日祝日を除く）

大
和
さく

らいブランド認
定

ひみこちゃん



令和４年度中に更新が必要な大和さくらいブランド認定品一覧 
 

 

認定回
認定

番号
認定日 認定期間 更新回数 申請品名称 申請者 商品概要

第1回 7 平成28年6月22日 令和4年3月31日 2回目 戎春雨
奈良食品株式会社

代表取締役　坪嶋　慶

添加物不使用で、昔ながらの製

法（天日干し）により製造した

春雨。桜井市は、春雨発祥の地

といわれている。

第1回 8 平成28年6月22日 令和4年3月31日 2回目 三輪そうめん
奈良県三輪素麺工業協同組合

理事長　池側　義嗣

第1回 8 平成28年6月22日 令和4年3月31日 2回目 三輪そうめん
奈良県三輪素麺販売協議会

会長　池田　利一

第2回 9 平成28年11月29日 令和4年3月31日 2回目 談山　貴醸酒　累醸酒
西内酒造

西内康雄

奈良県産のお米を使用し、仕込

み水に貴醸酒を利用した酒。

第2回 10 平成28年11月29日 令和4年3月31日 2回目
荒神の里・笠そば（乾

麵）

（有）荒神の里・笠そば

代表取締役　山本　信廣

笠地区で生産した玄そばを使用

した乾そば。

第2回 11 平成28年11月29日 令和4年3月31日 2回目
記紀万葉ふるさと巡り

ツアータクシー

日の丸交通株式会社

代表取締役　辻　喜代一

大神神社～檜原神社～纒向古墳

群をタクシードライバーの観光

案内で効率よく名所を巡るタク

シーツアー。

第5回 24 令和1年12月19日 令和4年3月31日 1回目 金屋のミニ石仏
やきもののうめだ

梅田　幸二

金屋の石仏をデフォルメした愛

らしいデザインの置物。

第5回 25 令和1年12月19日 令和4年3月31日 1回目
さくらい木町

「写経筆」

文殊房

萬谷　雅史

”木のまち　さくらい”の木を使っ

た、滑りにくく疲れにくい写経

用の筆。

第5回 26 令和1年12月19日 令和4年3月31日 1回目
さくらい木町

「塗香入れ」

文殊房

萬谷　雅史

”木のまち　さくらい”の木を使っ

た、持ち歩きできる塗香入れ。

素麺発祥の地：桜井市を代表す

る産品。コシが強く滑らかで、

歯切れの良いそうめん。
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令和４年度 大和さくらいブランド啓発事業（案） 

【昨年度の事業内容振り返り】 

（１）近鉄沿線への大和さくらいブランド看板設置（次頁参照） 

  ・桜井駅及び大和八木駅に大和さくらいブランド看板を設置 

  ・期間：令和 3 年 9 月 4 日～令和 4 年 3 月 3 日（約半年間） 

（２）ホームページのトップページ改修及び EC チャネルの開設 

・コロナ禍での実店舗への販路拡大が難しいため、ホームページを通じた各店舗の EC チャネル

（通信販売ページ）への導線を分かりやすくし、オンラインでの販路拡大を図ることを目的に、

トップページから即座に各 EC チャネルに繋がるようホームページの構成を変更。 

【↓大和さくらいブランドホームページ QR コード↓】 

  

【今年度事業計画案】 

今年度の啓発事業につきまして、現時点で下記の２点について進めております。 

（１）「なら食と農の魅力創造国際大学校（通称 NAFIC）」付属セミナーハウスでのブース設置 

 内容：令和４年９月３日（土）に NAFIC 付属セミナーハウスの開設に伴い、1 階エント

ランスホールにて大和さくらいブランド認定品の紹介・販売ブースを設置予定。 

    認定品は、下記の４品 

（文殊房）さくらい木町「塗香入れ」「写経筆」 

（やまとびとのこころ店）ならわしノート・現代和綴（わとじちょう） 

（工房 夢咲花）鼓の里 木製ボールペン 桜 

（奈良食品株式会社）戎春雨 

（２）「irodori kintetsu」との連携事業 

   「irodori kintetsu」とは、株式会社近鉄リテーリングが行っている近鉄沿線地域の生産者や加

工業者との連携により創り出された「made in 近鉄沿線」の地域産品ブランドのこと。 

内容：大和さくらいブランド認定品と irodori kintetsu を連携させた商品を開発し、販売店舗で

ある駅ナカ土産ショップ（奈良店・京都店・難波店）や観光列車（しまかぜ・青の交響曲）

の車内販売、近鉄百貨店の一部コーナー、またはオンラインショップにおける販売につい

て調整中。 

 

資料３ 



桜井市地域ブランド認定推
進委員会

認定作業 プロモーション 事務局作業 備考

4月

5月

6月

7月

8月
【９日】
第２６回委員会

第８回認定品募集チラシ作成

9月 ９月号市広報へチラシ折込

10月

11月

12月

1月
第２７回委員会（審査会）
（予定）

第８回　認定品　審査
（予定）

2月
第８回認定品　認定証授与式
（予定）

3月 第２８回委員会 来年度事業の検討 第８回認定品　市広報誌掲載

令和４年度　桜井市地域ブランド認定推進委員会　年間スケジュール

第８回認定品

申請の受付

（予定）
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